
《Lesson 5》時制の一致 

 ここでいう「時制」とは、主に「過去形/現在形/未来形」のことを指します。そして、 

“I think/know +文”の時や、間接疑問文の時では、 

主節と従属節の時制に注意しないといけません。 

具体的に言いますと、 

基本的に主節が「過去形」なら、 

後半の文（従属節）で「現在」のことを言う場合、動詞は「過去形」にします。 

＜例1＞「私は、彼女が東京に住んでいるのを知っています」と言いたい場合 

   I know she lives in Tokyo. 

【ポイント】 

「知っている」「住んでいる」は、そのまま know / live が使われる。 

 

＜例2＞「私は、彼女が東京に住んでいるのを知っていました」と言いたい場合 

   I knew she lived in Tokyo.   

 

【ポイント】 

主節が「知っていました」（過去形）なので、「住んでいる」（現在形）なのだが、lived と

過去形が使われる。イメージとしては「私が知っていた過去の時点で、彼女は東京に住んでい

た」という過去のことなので、過去形が使われているという感じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在 過去 

この時点で、彼女が東京に住んでいるのを知っていた。 

→ 彼女が東京に住んでいたのは、過去のこの時点のお話  

→ 過去形 

現在、彼女が東京に住んでいるのかは不明（述べられていない）。 

→ 現在形で表すのは不自然 



これが「時制の一致」というものなのです。このように、 

主節が過去形で、従属節に現在形の意味の文を作る場合、 

過去形に時制を合わせる（時制を一致）させる必要があります 

（*しかし、例外もあります。） 

これは「否定文」や「疑問文」の時でも同じルールがあてはまります。 

＜例＞「私は、彼女が東京に住んでいるのを知りませんでした」  

    → I didn’t know she lived in Tokyo.  （I didn’t know she lives in Tokyo. ＝ ×） 

    「あなたは、彼女が東京に住んでいるのを知っていましたか」 

       → Did you know she lived in Tokyo？ （Did you know she lives in Tokyo? ＝ ×） 

 しかし、 

基本的に主節が「過去形以外の時制（現在形 / 未来形 など）」の時は、 

「時制の一致」の影響を受けません。 

＜例1＞「主節 → 現在形」「従属節 →過去形」の場合 

   「私は、彼女が東京に住んでいたことを知っています」 

    → I know she lived in Tokyo. 

＜例2＞「主節 → 現在形」「従属節 →過去形」の場合 

   「私は、彼女が東京に住む予定なのを知っています」 

    → I know she will live in Tokyo. 

 複雑ですよね。そのため「時制の一致」でまず覚えておいてもらいたいポイントは、 

主節が「過去形」の場合は、注意という点です！ 

【間接疑問文と時制の一致】 

間接疑問文でも「時制の一致」に注意しないといけません。つまり、 

主節が過去形で、従属節に現在形の文を作る場合、 

従属節も過去形にしないといけません。 

＜例＞ I knew what you liked.（I knew what you like.＝×） 

（私は、あなたが何を好きなのか知っていました）      

  〈私は、あなたが何を好きだったのか知っていました＝ 誤った訳〉     

Did you know why he was here?（Did you know why he is here? ＝×）       

（あなたは、なぜ彼がここにいるのか知っていたのですか）       

〈あなたは、なぜ彼がここにいたのか知っていたのですか ＝ 誤った訳〉 



【進行形と時制の一致】 

 時制の一致は「進行形」の時も同様 

主節が過去形で、従属節が現在進行形の文を作る場合、 

従属節は過去進行形になります。 

＜例＞「彼は、彼女はテレビを見ていると言っていました」と言いたい場合。  

        He said she was watching TV. （He said she is watching TV. ＝ ×） 

      （彼は、彼女はテレビを見ていたと言っていました ＝ 誤った訳） 

「私は、あなたが何をしているのか知りませんでした」と言いたい場合。  

        I didn’t know what you were doing. （I didn’t know what you are doing. ＝ ×） 

      （私は、あなたが何をしていたのか知りませんでした ＝ 誤った訳） 

ポイント！時制の一致を受けない例外 

(1) 不変の真理  

    I knew the sun is a star. （太陽は星であることを知っていました） 

(2) 現在も続く状態や習慣  

    I heard Sapporo is a beautiful city. （札幌は美しい市だと聞きました） 

     *今も札幌は美しいと考えられるので be動詞は現在形の is が使われている。 

   He told me the earliest train leaves at 6:00. （始発は 6時に出発すると彼は私に言いました） 

      *始発は基本的に毎日同じ時間に出発するため leaves と現在形になっている。  

(3) 歴史上の事実  

    We learned the World War II ended in 1945.（第二次世界大戦は 1945 年に終わったと習いました） 
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